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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、（仮称）京都市下京区柿本町（五条堀川）計画の工事に伴う平安京跡・烏丸

綾小路遺跡の発掘調査について調査成果を報告いたします。本報告の内容につきましてお

気づきのことがございましたら、ご教示賜りますようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました関係各位

に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和６年６月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 平安京跡・烏丸綾小路遺跡　（京都市番号　23Ｈ119）

２	 調査所在地	 京都市下京区五条通堀川西入柿本町567番地他

３	 委　託　者	 信和建設株式会社

４	 調	査	期	間	 2023年６月１日〜2023年９月22日

５	 調	査	面	積	 635.5㎡

６	 調査担当者	 早見由槻・布川豊治・松吉祐希

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「島原」を参考にし、作成

した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 	調査区ごとに、１区は１番から、２区は2001番から、３区は3001番から

通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 種類ごとに通し番号を付し、写真番号も同一とした。

13	 本	書	作	成	 早見由槻

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

（調査地点図）
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平安京左京六条二坊七町跡・烏丸綾小路遺跡

１．調査経過

（１）調査に至る経緯

調査地は京都市下京区五条通堀川西入柿本町567番地他に位置する。（仮称）京都市下京区柿本

町（五条堀川）計画の工事に伴い、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下「文

化財保護課」という）より事業者へ発掘調査の指導がなされたため、事業者より委託を受けた公益

財団法人京都市埋蔵文化財研究所が発掘調査を行った。

（２）調査の経過

調査は令和５年（2023）６月１日より開始した。

排土置き場を確保し調査を安全に進行するため、文化財保護課の指示に従い、調査地西側に１

区・東側に２区・南側入り口付近に３区の計３区を設定し、反転調査を行った。各区面積及び総面

積は、１区338.9㎡・２区274.7㎡・３区21.9㎡の計635.5㎡である。調査は１区・２区・３区の順

で行い、重機による各区埋め戻し作業と次区表土掘削作業を並行して行った。遺構の検出及び掘削

は人力で行い、土坑・柱穴・井戸・掘立柱建物などを検出した。
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図１　調査地位置図（１：5,000）



遺構検出後は平面図の作図及び写真撮影、測量（写真測量）などの記録作業を行った。

１区で検出した遺構には１番から、２区では2001番から、３区では3001番から遺構番号を付し

た。なお、今回の調査では調査区が隣接するため、以降文中では調査区の区別は付けずに１つの調

査区として扱う。

また、座標X=－111,268以南においては、既存建物の基礎による攪乱が激しく、攪乱層を除去し

た時点で基盤層を検出した。そのため、一部基盤層を掘り込んだものを除き、遺構が検出されな

かった。攪乱層は基盤層を約0.5ｍ以上掘り込んでおり、調査区北部と南部の間に段差がある。

調査中は適宜、文化財保護課の検査及び検証委員である京都市立芸術大学の畑中英二教授によ

る検証を受けた。
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図２　調査区配置図（１：400）
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図３　調査前全景（南西から） 図４　調査前全景（北西から）

図５　調査区西側（１区）重機掘削（南から） 図６　調査区西側（１区）作業状況（南から）

図７　調査区東側（２区）作業状況（北東から） 図８　調査区南側（３区）作業状況（北西から）

図９　調査終了後全景（南西から） 図10　調査終了後全景（北東から）



２．位置と環境

（１）歴史的環境と立地

当該地は平安京左京六条二坊七町の南東に位置し、弥生時代から古墳時代の集落跡である烏丸

綾小路遺跡の範囲内である。

平安時代の左京六条二坊には貴族や官人の邸宅地が存在したことが文献からわかるものの
１）

、左

京六条二坊七町の様子を直接記したものは確認できない。

室町時代初頭の貞和元年（1345）に鎌倉より本圀寺が遷移して以降は本圀寺旧境内北半部にあた

り
２）

、江戸時代後半以降は塔頭及び檀林があったとされる
３）

。また、本圀寺境内での塔頭の位置は、天

文法華の乱や天明の大火からの復旧などで度々変化したようだが、少なくとも1920年代から1960

年代の本圀寺の山科移転まで、当地北半には本圀寺塔頭「多門院」が所在した
４）

。

本圀寺の山科移転後は商業ビルが存在し、その解体を経て調査に至る。

（２）周辺の調査（図11）

周辺の調査成果は以下の通りである

１では調査区全域で室町時代後期の遺物包含層を検出した。

２では中世末から近世初頭の遺物包含層と近・現代の土坑を検出した。

３では鎌倉時代の落ち込み・土坑、平安時代末から鎌倉時代の遺物包含層を検出した。また、調

査区の西側、現在の堀川通側では地表下0.3ｍで氾濫堆積層を検出した。

４では古墳時代の遺物を含む流れ堆積を検出した。

５では平安時代の六条坊門小路南側溝を検出した。全調査区で室町時代から桃山時代の濠を検

出している。その他、古墳時代から桃山時代にかけての遺構を検出している。遺物は室町時代のも

のが大半を占める。

６では弥生時代から江戸時代に至るまでの遺構・遺物を検出した。弥生時代には北東から南西

に流れる自然流路があったとみられる。また、平安時代の井戸が検出され、平安時代には生活空間

になっていたと考えられる。鎌倉時代（13世紀前葉から14世紀中様）には土壙墓とみられる土坑

が多く検出している。このような土坑を削平する14世紀後葉以降の掘立柱建物を検出しており、

本圀寺がこの地に移転してきた時期と符合する。江戸時代の遺構からは、仏花器や香炉など寺院に

関わる遺物が多く出土している。

７では平安時代から江戸時代の遺構を検出した。また、土壙墓と推測される遺構も検出してい

る。安土桃山時代から江戸時代の土坑からは多量の遺物が出土した。

８では室町時代後期の池や景石を検出した。西拡張区では南北方向の濠を検出した。

９では平安時代から江戸時代にかけての遺構・遺物を大量に検出したことから、当地域の変遷

が明らかとなった。いずれの時代でも建物跡・井戸・溝を検出した。中世から江戸時代の遺物が大
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半を占める。

10では弥生時代の流路と鎌倉時代の土坑を検出した。

11では平安時代から近世の遺構を多数検出した。特に近世の土壙墓が多数検出され、人骨が約

15体出土している。弥生土器も少量出土した。

12では調査区全域で中世から近世にかけての堀川を検出した。

13では弥生時代後期以降・古墳時代以前の氾濫堆積物で形成された基盤層が確認し、弥生時代

後期から近世にかけての遺構・遺物を検出した。遺構・遺物の出土状況から本格的な土地利用は

11世紀末からと考えられ、文献史料で確認できる状況とは不整合であると報告されている。また、

15世紀後半から17世紀中葉までの遺構は少ない。なお、調査では中世のウマの全身が埋葬された

遺構が初めて検出された。調査区南東の確認トレンチでは、油小路東側溝と考えられる溝を検出し

ている。

14では近世の路面を検出した。東側調査区の猪熊通では中世路面も確認している。

15では六条坊門小路南側溝を検出した。この側溝は20回近く掘りなおしたことが確認されてい

る。

16では弥生時代の落込みを検出し、弥生土器が出土している。また、平安時代後期から鎌倉時代

の土坑、平安時代末の遺物包含層を検出した。鎌倉時代の土坑からは土師器皿が多量に出土した。

－5－

図11　周辺調査位置図（１：5,000）



17では北東から南西にかけて流れる大きな流路を検出し、弥生時代前期末から中期前半、弥生時

代後期末から古墳時代前期初頭の遺物が出土した。その他、平安時代の土坑・柱穴、鎌倉時代から

室町時代の溝・土坑・柱穴を検出した。

18では平安時代から室町時代の土坑、江戸時代の井戸を検出した。

19では弥生時代から江戸時代にかけて遺構・遺物を検出した。竪穴建物や方形周溝墓をまと

まって検出しており、弥生時代前期末から中期後葉の集落跡とみられる。

20では古墳時代の流路を検出した。その他、平安時代の建物跡・柵・井戸、鎌倉・室町時代の多

数の柱穴を検出した。なお、室町時代の柵列が、四行八門の復元線に重なる平安時代の柵列を踏襲

しており注目される。

21では弥生時代後期以降・古墳時代以前の氾濫堆積物で形成された基盤層が確認され、本格的

な土地利用は11世紀前半に位置づけられる。調査区北西隅で、３期の変遷が見られる平安時代後

期の池跡を検出しているが、全容は不明である。景石・洲浜も設置されたが、12世紀初頭には埋め

られ整地されている。その後遺構が希薄となるが、16世紀後半頃から遺構が再び出現する。南に接

する調査11と異なり、近世の墓や寺院の存在を示すものが全く発見されなかった。
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３．遺　　構

（１）基本層序（図版２）

現地表面の標高は30.7〜31.2ｍである。層厚0.5〜1.2ｍの現代盛土直下が灰黄褐色シルトおよび

砂礫の基盤層となる。調査区北半の一部では、基盤層上面に室町時代の遺物を含む整地層（図版２

北壁28〜34層）、その上面に江戸時代初頭の遺物を含む整地層（北壁12・13層）が残る。遺構の

大半は基盤層上面で検出したが、一部、各整地層上面および整地層掘り下げ中に検出したものが含

まれる。

（２）遺構の概要（表１）

遺構の大半は基盤層上面で検出したが、部分的に残る整地層との層位関係や出土遺物から、平安

時代、鎌倉時代、室町時代、江戸時代、近現代の遺構に分けられる。

平安時代の遺構としては、掘立柱建物１・２、柱穴列６・７、土坑2107を検出した。

平安時代末から鎌倉時代の遺構としては、柱穴列10、土坑124・2119・2120・2121・2251、井戸

80・2161を検出した。

室町時代の遺構としては、井戸55・100・125・2110、土坑98・99・114・122、集石遺構2249を

検出した。

江戸時代の遺構としては、室84、井戸93・2108を検出した。

近現代の遺構としては、調査区全体で土取り土坑とそれを転用したと考えられる廃棄土坑（土坑

20）、室2044、井戸2050などを検出した。

以下、時代順に主要遺構の概要を述べる。
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（３）平安時代の遺構（図版１・18）

掘立柱建物２（図版３・19）　調査区中央部東半で検出した。東西棟の掘立柱建物と考えられ、

梁行１間、桁行３間分を検出した。柱穴2109・2112・2116・2250・2244からなる。柱間は約2.7ｍ

である。方位はほぼ正方位である。柱穴掘形の平面形は、隅丸方形と円形を呈す。径0.5〜1.1ｍ、

深さは0.2〜0.4ｍある。柱穴2112は断面観察で柱痕跡を確認した。推定の柱径は約0.3ｍである。

出土遺物は土師器小片数点のみであるが、柱穴規模や出土土器から、平安時代のものと考えられ

る。

柱穴列６（図版３・19）　調査区北側中央付近で東西１間分を検出した。柱穴2226・2228からな

る。柱間は約1.0ｍである。方位はほぼ正方位である。柱穴掘形の平面形は歪な円形を呈し、径0.35

〜0.4ｍ、深さは0.2〜0.25ｍある。柱穴2226は柱痕跡を検出し、推定の柱径は約0.2ｍである。出

土遺物は柱穴2226から土師器細片・緑釉陶器細片・黒色土器細片が少量出土した。平安時代のも

のと考えられる。

柱穴列７（図版３・19）　柱穴列６の南で東西１間分を検出した。柱穴2215・2253からなる。方

位は北に対し西に約１度振れる。柱間は約3.0ｍである。柱穴掘形の平面形は隅丸方形を呈する。柱

穴2215は南北約1.2ｍ、東西約1.0ｍ、深さは0.15〜0.2ｍある。断面で確認できた柱痕跡から推定

される柱径は約0.2ｍある。遺物は出土しなかったが、柱穴規模や埋土から平安時代のものと考え

られる。

掘立柱建物１（図版４・19）　調査区北東で検出

した。梁行１間、桁行２間の東西棟の掘立柱建物で

ある。柱穴2183・2136・2142・2008・2059・2170

からなる。方位はほぼ正方位である。柱間は、梁行

が約2.1ｍ、桁行が1.8〜1.9ｍである。柱穴掘形の平

面形は、隅丸方形と円形を呈す。径0.15〜0.4ｍ、深

さは0.15〜0.2ｍある。柱穴2008・2170は柱痕跡を

確認した。推定の柱径は0.15〜0.2ｍである。それぞ

れの柱穴から土師器小片が少量出土した。北西隅の

柱穴2008からは平安時代後期のものと考えられる

土師器皿が３枚重なった状態で出土した。

また、南辺の柱穴列付近で東西にのびる溝2209

を検出したが、掘立柱建物１との関連性は不明であ

る。

土坑2107（図12）　調査区北東東壁寄りで検出

した。井戸2161に削平される。残存長は東西約1.0

ｍ、南北約0.7ｍ、深さは約1.25ｍある。当初は井戸
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を想定していたが、底面が湧水層まで達していないことから土坑と判断した。土師器、須恵器、瓦

器、輸入陶磁器などが出土した。平安時代後期のものと考えられる。

（４）鎌倉時代の遺構（図版１・18）

柱穴列10（図版４・19）　調査区北東部で南北３間分を検出した。柱穴2080・2070・2061・

2194からなる。方位はほぼ正方位である。柱間は0.8〜1.1ｍである。柱穴掘形の平面形は隅丸方形

と円形を呈し、径0.2〜0.3ｍ、深さは0.1〜0.2ｍある。遺物は出土しなかったが、柱穴規模や埋土

から、鎌倉時代のものと考えられる。

土坑124（図版５・20）　調査区北西部で検出した土器溜状の遺構である。北側を後述する近代

の土坑20に削平される。残存部の最大長は東西約1.45ｍ、南北約1.2ｍ、深さは約0.3ｍある。土師

器を多量に含み、大半は割れていたが一部正位置で重なった状態で出土した。その他、須恵器、瓦

器、焼締陶器、輸入陶磁器、瓦が出土した。鎌倉時代のものと考えられる。

土坑2119（図版５）　調査区中心よりやや東で検出した。土坑2120の南に隣接する。歪な円形

を呈し、東西約0.55ｍ、南北約0.6ｍ、深さは約0.3ｍある。ほぼ完形の土師器皿が重なって出土し

た。他に須恵器、瓦器の小片が出土した。鎌倉時代のものと考えられる。

土坑2120　調査区中心よりやや東で検出した。南に土坑2119、北に土坑2121が存在する。円

形を呈し、東西約0.35ｍ、南北約0.5ｍ、深さは約0.2ｍある。土師器が出土した。鎌倉時代のもの

と考えられる。

土坑2121　調査区中心よりやや東で検出した。南に土坑2020が存在する。円形を呈し、東西約

0.55ｍ、南北約0.55ｍ、深さは約0.45ｍある。土師器、瓦器が出土した。鎌倉時代のものと考えら

れる。

土坑2251　調査区中心やや南で検出した。円形を呈し、東西約1.1ｍ、南北約1.05ｍ、深さは約

0.3ｍある。土師器、焼締陶器、輸入陶磁器、銭貨が出土した。

井戸80（図版５）　調査区中央よりやや西で検出した。掘形は円形を呈し、東西約2.4ｍ、南北

約2.9ｍ、深さは約2.3ｍある。底面の標高は27.5ｍである。井戸枠材は検出できなかったが、断面

５〜８層は井戸枠ないしは曲物を据え付けた痕跡の可能性がある。土師器、須恵器、瓦器、焼締陶

器、輸入陶磁器が出土した。鎌倉時代のものと考えられる。

井戸2161（図版５）　調査区北東部で検出した。隅丸方形の掘形を持ち、東西約2.5ｍ、南北約

2.8ｍある。底面は、重機による断割調査で標高27.52ｍで確認した。掘形及び底面付近から板材が

出土しており、木枠の井戸の可能性がある。掘形内部で検出した円形の土坑状の遺構は、断面観察

や出土土器に年代幅があることから、井戸2161埋没後に掘り込まれた可能性が考えられる。土師

器、須恵器、瓦器、焼締陶器、輸入陶磁器、金属製品、砥石が出土した。鎌倉時代のものと考えら

れる。
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（５）室町時代の遺構（図版１・18）

集石遺構2249（図版６・20）　調査区北側中央で検出した。礫が詰まる土坑状の遺構である。北

西部と南は後世の遺構によって削平される。残存部分は不正形である。検出規模は、東西約3.0ｍ、

南北約4.5ｍ、深さは約0.5ｍある。拳大〜人頭大の石を入れており、地業の一種の可能性がある。

遺物は、土師器・須恵器・輸入陶磁器の細片、瓦などが出土しており、鎌倉時代後半から室町時代

初頭のものと考えられる。

土坑98（図版21）　調査区北側中央で検出した。集石遺構2249を削平し成立する。平面形は楕

円形を呈し、東西約1.0ｍ、南北約0.6ｍである。土師器片が出土した。室町時代前半のものと考え

られる。

土坑99（図版21）　調査区北側中央で検出した。集石遺構2249を削平し成立する。残存部は東

西約0.9ｍである。土師器皿が複数枚出土した。室町時代前半のものと考えられる。

土坑114（図版６・20）　調査区北側中央で検出した。集石遺構2249を削平し成立する。東西に

細長い楕円形を呈し、東西1.6ｍ、南北約0.55ｍ、深さは約0.15ｍある。土師器皿が多量に出土し

た。大半が割れていたが、一部正位置で重なった状態で出土した。室町時代前半のものと考えられ

る。遺物の出土状況や土坑形状などから土壙墓の可能性も考えられる。

土坑122（図版２）　調査区中央の北壁際で検出した。北半は調査区外にある。平面形は円形と

推測され、径約0.9ｍ、深さは約0.7ｍある。埋土は北壁断面（図版２）14〜16層である。大型の

焼締陶器甕の下半部が正位置で埋設された状態で出土した。埋甕とみられる。ほかに土師器、須恵

器、輸入陶磁器の小片が出土した。室町時代のものと考えられる。

井戸55（図版７・21）　調査区中央で検出した。円形石組井戸である。上部は現代の削平・攪乱

の影響を受けている。掘形は円形で径約2.0ｍ、底面は重機による断割調査で標高27.57ｍで確認し

た。石組は内径で約1.0ｍある。土師器、須恵器、瓦器、輸入陶器などが出土した。室町時代初頭

のものと考えられる。

井戸2110（図版７）　調査区南東の壁際で検出した。平面形は円形で、検出規模は東西約2.0ｍ、

南北約2.4ｍである。底面は重機による断割調査で標高27.4ｍで確認した。井戸枠の痕跡は確認で

きなかった。土師器、須恵器、瓦器、瓦、金属製品が出土した。室町時代初頭のものと考えられる。

井戸100（図版７）　調査区北西部で検出した。隣接する井戸125を削平して成立する。また井

戸125・井戸100ともに後世の攪乱により上部が失われている。掘形の平面形は方形で、検出規模

は東西約1.6ｍ、南北約1.8ｍである。底面は重機による断割調査で標高27.4ｍで確認した。井戸枠

の痕跡は確認できなかった。土師器などの小片が出土した。室町時代のものと考えられる。

井戸125（図版７）　調査区北西部で検出した。隣接する井戸100に削平される。掘形の平面形

は方形で、検出規模は東西約2.7ｍ、南北約2.4ｍである。底面は重機による断割調査で標高27.6ｍ

で確認した。井戸枠の痕跡は確認できなかった。遺物の出土は少なく、小片のみである。。室町時

代のものと考えられる。
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（６）江戸時代の遺構（図版１・18）

室84（図版８・22）　調査区西側で検出した。平面形はやや歪な隅丸長方形で、東西約3.2ｍ、南

北約4.1ｍ、深さは約0.9ｍある。南辺中央が一部窪み、壁面に段差が付くことから、入り口とみら

れる。床面には固く締まる粘質シルト（断面14層）が部分的に残り、床を貼っていた可能性があ

る。床面で井戸93を検出した。埋土から土師器や施釉陶器が出土した。江戸時代前半のものと考え

られる。

井戸93（図版８・22）　室84床面で検出した。円形石組井戸である。掘形の平面形は楕円形で、

東西約1.3ｍ、南北約1.6ｍ、深さは約0.9ｍある。底面の標高は28.1ｍである。石組は２段になって

おり、内径は上部が約0.7ｍ、下部が約0.4ｍある。上部は人頭大の石材を使用し、下部は拳大の比

較的小さな礫を使用している。石組内部は瓦が詰まった状態であった。

井戸2108（図13、図版21）　調査区南東側東壁付近で検出した。掘形の平面形は円形で、径約

1.6ｍである。底面は重機による断割調査で標高27.33ｍで確認した。井戸枠材は出土しなかった

が、断面観察で円形の井戸枠の痕跡を確認した。埋土に漆喰が混じり込んでいる状況から江戸時代

後半以降のものと考えられる。
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図13　井戸2108、室2044実測図（１：50）



（７）近現代の遺構（図版１・18）

土坑20　調査区北側中央よりやや西で検出した。平面形は歪な方形を呈し、東西約1.5ｍ、南北

約2.0ｍである。一朱銀をはじめ、明治初頭から現代の遺物が出土した。また、卍が意匠化された

２脚の湯飲みや、「多」という文字が墨書された急須などが出土しており、多門院と土地とのかか

わりを示すものと考えられる。

室2044（図13）　調査区北東部で検出した。平面形は長方形で、東西約1.9ｍ、南北約2.3ｍ、深

さは約0.75ｍである。断面図２層と３層の境で木質を検出したことから板敷室と考えられる。大正

年間の銅貨が出土しており、少なくとも大正時代までは機能していたものと考えられる。

井戸2050　室2044の北東隅を削平する形で検出した。掘形の平面形は円形で、径約0.9ｍある。

底面は標高28.4ｍで確認した。井戸枠の痕跡は確認できなかった。土製品（人形）が出土した。大

正時代以降のものと考えられる。
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４．遺　　物

（１）遺物の概要

今回の調査では、平安時代から近代に至るまでの遺物が遺物整理用コンテナ95箱分出土した。

量的には鎌倉時代の遺物が多くを占める。種類は、土器類、瓦類、石製品、金属製品、銭貨がある。

なお、当該地に1960年代まで本圀寺の塔頭が存在したことから近代遺物も一部取り上げた。

土器類は平安時代から近現代のものが出土したが、平安時代のものは少なく、小片が多い。江戸

時代後半以降の土器類には茶道に関わる物が多くみられる。

瓦類は平安時代後期から近現代のものが出土した。軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・道具瓦など

がある。室町時代から江戸時代のものが大半を占める。

（２）土器類（付表１）

１）平安時代

土坑2107出土土器（図版９　１〜９）　土師器・瓦器・山茶椀・輸入白磁が出土した。１〜６

は土師器皿N
１）

である。口径は8.8〜14.4㎝である。いずれも平安時代後期（５Ｂ段階）のものであ

る。７は瓦器の皿である。小片のため、口径の復元はできなかった。８は山茶椀の椀である。器壁

内面には降灰が認められる。底部には糸切り痕がある。９は輸入白磁の椀口縁部である。小片のた

め、口径の復元はできなかった。
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柱穴2008（掘立柱建物１）出土土器（図版９　10〜12）　土師器が出土した。10〜12は土師器

皿Nである。口径は9.6〜10.8㎝である。平安時代後期（５Ｂ段階）のものと考えられる。

２）鎌倉時代

土坑2119出土土器（図版９　13〜18）　土師器が出土した。13〜18は土師器皿Nである。口径

は8.8〜13.6㎝である。いずれも鎌倉時代（６Ｂ〜６Ｃ段階）のものと考えられる。

土坑124出土土器（図版９・23　19〜39）　土師器が出土した。19〜37は土師器皿Nである。口

径は7.7〜12.8㎝である。38・39は土師器皿Sである。口径は10.6と12.8㎝である。鎌倉時代（６

Ｂ〜６Ｃ段階）のものと考えられる。

土坑2120出土土器（図版９　40）　土師器が出土した。40は土師器皿Nである。口径は12.6㎝

である。鎌倉時代（６Ｃ段階）のものと考えられる。

井戸80出土土器（図版９　41〜45）　土師器・瓦器・焼締陶器が出土した。41・42は土師器皿

Acである。口径は5.0と5.2㎝である。43は土師器皿Nである。口径は8.3㎝である。鎌倉時代（６

Ｃ〜７Ａ段階）のものと考えられる。44は焼締陶器甕である。常滑産。45は瓦器の鉢である。

井戸2161出土土器（図版９　46〜76）　土師器・須恵器・瓦器・焼締陶器が出土した。46・47

は土師器皿Acである。口径は7.2と7.6㎝である。48〜69は土師器皿Nである。口径は8.0〜14.4㎝

である。70は土師器皿Sである。口径は11.1㎝である。鎌倉時代（６Ｃ〜７Ａ段階）のものと考え

られる。71は須恵器の鉢である。72〜74は瓦器で、72は皿、73は羽釜、74は火鉢である。75・76

は常滑産の焼締陶器甕である。

３）室町時代

井戸55出土土器（図版10　77〜84）　土師器・須恵器・瓦器・輸入陶器が出土した。77〜79は

土師器皿Nである。いずれも細片のため口径は不明。鎌倉時代から室町時代（７段階）のものと考

えられる。80は東播系の須恵器鉢である。81・82は瓦器で、81は鍋、82は羽釜である。83・84は

輸入陶器の壷である。84は把手部分で全体に褐釉がかかっている。

井戸2110出土土器（図版10　85〜88）　土師器・須恵器・瓦器が出土した。85・86は土師器の

鉢である。内面に煤が付着し、平滑になっている。採煙土器とみられる。87は瓦器の羽釜である。

88は東播系の須恵器鉢である。

土坑114出土土器（図版10・23　89〜137）　土師器皿がまとまって出土した。89〜121は土師

器皿Nである。口径は7.8〜11.9㎝である。122〜130は土師器皿Shである。口径は6.6〜7.2㎝であ

る。131〜137は土師器皿Sである。口径は11.2〜14.0㎝である。鎌倉時代末から室町時代（７Ｃ〜

８Ａ段階）のものと考えられる。

土坑98出土土器（図版10　138〜143）　土師器・土製品が出土した。138は土師器皿Shである。

口径は6.4㎝。139〜142は土師器皿Sである。口径は10.4〜15.8㎝である。室町時代（８Ａ段階）

のものと考えられる。143は土製品のミニチュア鍋である。片口が付く。

土坑99出土土器（図版10　144〜150）　土師器・瓦器が出土した。144は土師器皿Nである。口

径は9.7㎝である。145〜147は土師器皿Shである。口径は6.7〜7.1㎝である。148・149は土師器
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皿Sである。口径は13.7と13.8㎝である。室町時代（８Ａ段階）のものと考えられる。150は瓦器

の羽釜である。

土坑122出土土器（図版11　151）　焼締陶器が出土した。151は焼締陶器甕の底部から体部にか

けてである。備前産と考えられる。

井戸100出土土器（図版11　152・153）　土師器が出土した。152は土師器皿Nである。口径は

7.8㎝。室町時代（９段階）のものと考えられる。153は土師器鍋である。

４）江戸時代

近世整地層出土土器（図版11　154〜175）　土師器・焼締陶器・軟質施釉陶器・施釉陶器が出土

した。154〜156は土師器皿Nである。口径は5.0〜7.2㎝である。157〜167は土師器皿Sである。

口径は9.3〜12.2㎝である。江戸時代初期（10Ｃ〜11Ａ段階）のものと考えられる。168・169は塩

壷の蓋と塩壷である。170は焼締陶器の壷である。171は軟質施釉陶器の椀である。内面に施釉さ

れる。172〜175は施釉陶器である。志野焼で172は猪口、173〜175は向付である。

室84出土土器（図版11　176〜191）　土師器・施釉陶器が出土した。176〜182は土師器皿Nで

ある。口径は5.1〜6.1㎝である。183〜189は土師器皿Sである。口径は9.6〜14.0㎝である。江戸

時代前期（11段階）のものと考えられる。190は塩壷である。191は施釉陶器の猪口である。全体

に施釉される。志野焼。

井戸2108出土土器（図版11　192・193）　焼締陶器・染付が出土した。192は焼締陶器の甕底

部である。193は染付の皿である。

５）近現代

土坑20出土土器（図版12・13・23　194〜218）　土師器・施釉陶器・磁器・染付・焼締陶器が

出土した。194は土師器皿Sである。口径は10.8㎝。195〜203は施釉陶器である。195〜197は灯

明皿、198は皿、199は蓋、200は猪口、201は灯火具、202は土瓶、203は火鉢である。204〜207

は磁器である。204は小杯で、内面に「ほり川/□□□/□□」の文字が描かれる。205は椀、206

は蓋である。207は色絵磁器の椀である。208〜214は染付である。208は蓋、209〜211は椀、212

は仏飯具、213は皿、214は壷である。215は染付陶器の皿である。216・217は施釉陶器の急須で

ある。216は表面に墨書があり、「多」の文字などが確認できる。218は焼締陶器の炉である。涼炉

と考えられる。上部や内部を欠損するが、舌出し形の風門が残存する。

６）土製品（図版13・23）

土１は近世整地層から出土した。施釉陶器で、白色の長石釉がかかる。口と背に穴が開き、猪を

かたどった水滴と考えられる。土２は井戸2050から出土した土人形である。施釉陶器で、黄〜緑

色の釉薬がかかる。獅子または狛犬と考えられる。
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（３）瓦類（付表２）

平安時代から江戸時代の瓦が出土した。軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・道具瓦などがある。

軒丸瓦（図版14・15・24　瓦１〜16）　瓦１は右巻三巴文軒丸瓦で、平安時代後期の山城産の軒

丸瓦である。玉縁に釘穴がある。丸瓦部凸面にヘラ記号を施す。瓦２は左巻三巴文軒丸瓦である。

鎌倉時代のものと考えられる。瓦３〜６は室町時代の右巻三巴文軒丸瓦で、瓦３〜５は同笵、瓦６

はそれらと同文である。瓦７〜16は江戸時代の右巻三巴文軒丸瓦である。瓦11・12は同笵である。

軒平瓦（図版15　瓦17〜20）　瓦17〜20は唐草文軒平瓦である。瓦17は播磨の林崎三本松瓦窯

産で鎌倉時代初頭のものと考えられる。瓦18は室町時代から安土桃山時代、瓦19は安土桃山時代

から江戸時代初頭、瓦20は江戸時代のものと考えられる

丸瓦（図版15　瓦21・22）　瓦21はほぼ完形の丸瓦である。凹面に吊り紐痕が認められる。瓦22

は凸面側に「岸泉仁」という刻印が認められる。また、凹面には12条の櫛描線を間隔をあけて施し

ている。

道具瓦（図版16　瓦23〜27）　瓦23は凹弁十六弁一重菊の菊丸瓦である。瓦24は右巻三巴文の

鳥衾である。瓦25は飾り瓦である。元の形状は不明だが、上下長辺中央部に剥離痕があり、十字に

接合する部分であったものと考えられる。天面には線刻がなされている。瓦26も飾り瓦と考えら

れる。瓦27は鬼瓦である。型成形である。

塼（図版16　瓦28・29）　瓦28・29は土製品の塼で、瓦28は有孔塼である。

（４）石製品（図版17・24、付表３）

滑石製石鍋が７点、硯が１点、砥石が１点出土した。

石１〜７は滑石製石鍋である。石３の内面には菊花の線彫りが施されている。転用品の可能性が

ある。石５は破面に加工がみられ、石６は穿孔があることから温石に転用されたと考えられる。石

８は小型の硯である。石９は砥石である。穿孔がある。

（５）金属製品・銭貨（図版17・24、付表４・５）

金属製品（金１〜５）　金１・２は煙管の雁首である。ともに近世整地層から出土した。金３〜

５は煙管の吸口である。金３は近世整地層、金４は井戸2108、金５は井戸2050から出土した。

銭貨（銭１〜10）　８種10枚が出土した。内訳は北宋銭５種、寛永通寳、一朱銀、五厘銅貨であ

る
２）

。

銭１は「咸平元寳」で初鋳は998年である。銭２は「天禧通寳」で初鋳は1017年である。銭３は

「嘉祐元寳」で初鋳は1056年である。銭４は楷書体の「熈寧元寳」で初鋳は1068年である。銭５は

篆書体の「熈寧元寳」である。銭６・７は篆書体の「元豊通寳」で初鋳は1078年である。銭８は

「寛永通寳」である。いわゆる新寛永と呼ばれるもので、初鋳は1697年である。銭９は嘉永一朱銀

で初鋳は1853年である。銭10は大正７年の五厘銅貨である。
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註

１）	 	土師器の形式・年代は、平尾政幸「土師器再考」『洛史　研究紀要　第12号』　公益財団法人京都市埋

蔵文化財研究所　2019年に準拠する。

	 	土師器以外の土器・陶磁器の形式・年代については、日本中世土器研究会編『新版　概説	中世の土

器・陶磁器』　真陽社　2022年を参考にした。

２）	 	銭貨については、永井久美男編『中世の出土銭－出土銭の調査と分類－』　兵庫埋蔵銭調査会　1994

年、永井久美男編『近世の出土銭Ⅱ－分類図版篇－』　兵庫埋蔵銭調査会　1998年を参考にした。
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５．ま	と	め
本調査地は平安京左京六条二坊七町に所在する。今回の調査では、平安時代、鎌倉時代、室町時

代、江戸時代、近現代の各時期の遺構を検出した。以下にその変遷を述べる（図14）。

平安時代の主な遺構には、掘立柱建物１・２、柱穴列６・７、土坑2107がある。このうち、掘

立柱建物２と柱穴列６・７は柱穴規模や出土遺物から平安時代前期から中期、掘立柱建物１と土

坑2107は平安時代後期の遺構と考えられる。鎌倉時代の主な遺構には、柱穴列10、井戸80・2161、

土坑124・2119・2120・2121・2251がある。土坑124・2119は土器溜状の遺構である。平安時代か

ら鎌倉時代にかけて左京六条二坊内の各町に邸宅や離宮が存在したことは史料から知ることがで

きる
１）

。平安時代中期以降、清和源氏に関わる邸宅が多く見受けられ、また、平安時代中期には宇多

天皇皇女孚子内親王の御所「桂宮」や後三条天皇皇女俊子親王の「樋口堀川宮」、平安時代末期に

は藤原基通の「猪熊殿」や後白河法皇の「六条殿」が存在した。調査地である七町が直接記載され

た史料は確認できないが、今回の調査で平安時代から鎌倉時代の遺構・遺物が出土したことから、

関連が窺える。

室町時代の主な遺構には集石遺構2249、井戸55・100・125・2110、土坑114などがある。また、

部分的にではあるが、室町時代のものと考えられる整地層を確認した。この整地層上面で成立する

集石2249や土坑114から出土する遺物の年代観が14世紀中葉の室町時代初頭に求められることか

ら、整地の時期はそれ以前と考えられる。本圀寺が当地に移転してきたのが貞和元年（1345）とさ

れており
２）

、本圀寺移転に伴う整地が行われた可能性がある。また、本圀寺については、鎌倉より移

転するにあたって、周辺12町が寺院境内として与えられたことが『山城名勝志』五巻所収の院宣か

ら窺える。その院宣については後世の作成の可能性があり、移転当初から12町の範囲を与えられ

ていたかは定かではないとの指摘もある
３）

が、少なくとも絵図や資料が残る安土桃山時代から1960

年代に山科へ移転するまで当地は寺院境内であった。今回の調査で室町時代の瓦が一定数出土し

ていることから、正確な時期は不明なものの、瓦の年代から少なくとも室町時代の後半までには寺

院境内として変容し、1960年代まで存続したものとみられ、今回検出した室町時代の遺構は、本圀

寺に関連する遺構を含む可能性が高いと言える。

江戸時代の遺構は、江戸時代前期のものと後半以降のものに分けられる。江戸時代前期のものに

は室84、井戸93がある。後半のものに井戸2108がある。井戸93は地下室である室84の床面に構

築されており、一連の遺構と考えられる。このような構造は類例が少なく注目される。また、調査

区北西部では、部分的に安土桃山から江戸時代初頭の遺物を含む整地層を確認した。室94と井戸

93は出土遺物の年代観から、この整地層上面で成立していた可能性が高く、この時期に本圀寺内で

の土地利用に変化があった可能性が考えられる。

近現代の以降には、井戸2050、室2044、土坑20のほか、土取り土坑群がある。本圀寺及びその

塔頭は天明８年（1788）の大火で多くが罹災・焼失しており、その後境内で塔頭の配置が大きく変

わる
４）

。江戸時代後半以降、昭和26年（1951）の都市計画地図まで当該地に所在が確認できる塔頭
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図14　遺構変遷図（１：300）



「多門院」は、寛政３年（1791）に天明の大火前の境内の様子を描いたとされる『本圀寺境内廻り

内地坪数並びに諸建物間数坪数書付図
５）

』、明確な作成時期は不明であるが江戸時代後半に描かれた

『本圀寺惣境内図
６）

』で確認すると、天明の大火以降、明治４年（1871）までの間に本圀寺西総門付

近にあったものが移転したものである。内部の詳しい建物配置は定かではないが、今回の調査で近

現代の室や井戸・土取り土坑を検出し、境内で土地利用の一端を明らかにすることができたこと

は成果である。
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付表１　土器類観察表



－23－



－24－



－25－



－26－



－27－

付表２　瓦類観察表
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付表３　石製品観察表

付表４　金属製品観察表

付表５　銭貨観察表





図　　版





図
版
１　

遺
構

遺構平面図（１：200）
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調査区北壁・東壁断面図（１：100）
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掘立柱建物２、柱穴列６・７実測図（１：80、１：40）
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土坑124・2119、井戸80・2161実測図（１：30、１：60）
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集石遺構2249、土坑114実測図（１：50、１：20）
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土器実測図１（１：４）



図
版
10　

遺
物
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土器実測図４（１：４）
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土器実測図５（１：４）、土製品実測図（１：２）
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瓦類拓影及び実測図1（１：４）
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瓦類拓影及び実測図2（１：４）
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瓦類拓影及び実測図３（１：４）
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石製品実測図（１：４）、金属製品実測図・銭貨拓影（１：２、銭９・10のみ１：１）
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１　調査区東半全景（北西から）

２　調査区西半全景（北から）
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１　掘立柱建物２（西から）

２　掘立柱建物１、柱穴列（南西から）
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１　土坑124（東から） ２　土坑114（東から）

３　集石遺構2249（南から）
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１　土坑98（東から）

３　井戸55（北西から）

２　土坑99（東から）

４　井戸2108（西から）
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２　井戸93（北から）
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